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タシロラン

タシ ロ ラン (Epipogium roseum)は常緑樹

林下に はえ ， 6月 末か ら 7月にかけて ，

葉の無い茎が現れ . 次々に花をつけます.

全 体 白色ですが ， わずかに葉納と唇弁に

赤 撲の斑点があります 。 1958年 . 1¥，谷茂

先生により三浦半島 で 初めて発見された

と き， タ カトリラ ンとして発表されまし

た.

三浦半島では際取山や観音崎など数カ

所で 発見され ています が ， 本州では珍し
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く，ほかに伊傍の記録がある だ けです

普通は九州以南でみられ，オース ト ラ リ

7 やアフリカにまで分布しています オ

ニノヤガラやツチアケビのように，ある

種のキ ノコ に依存して生活していると考

えられるので，気候や 1童 子 の 重 さ ( 非 常

iこ軽い )だ け で は，飛び離れた分布の原

因を推測|する事ができません

大義雄 j台



三三主商土也(2Lo 枝豆i5?.

昭和 57年3月28目、第1回仮目録をいただいた時、

三浦地区(鎌倉を除く)において、メモによる記載が大

変多い点について高橋秀男氏から指摘がありました。指

摘された通り、鎌倉を含めての標本点数 (5標記)2381 

に対し、メモ点数 (m標記)はこれよりも多い3091あり

ました。調査会の基本方針として、調査はすべて標本に

よるもので、メモでは証拠とならないということで、今

後これらのメモを標本によって消化することが課題とな

りました。 三浦地区調査員は当時17名でしたが、鎌倉を

除く 9メッシュについて、メッシュ担当者を 2名ずつ定

め活動に入ることになりました。

第1回目録では各メッシユ問に徳本点数にも大きな較

差があり、 Eまも集まりの良い逗子市の621 に対し、私の

担当した久里浜YO-4ではわずかに34でした。鎌倉市は当

初から別扱いになっており、活動も鎌倉を除いてなされ

たのですが、 M-lは探集する人が少なく、標本も45点し

か:mまっていない所から、私個人で随分数多く出かけ採

集につとめました.

主として標本採集に協力して下さった方は次の通りで

す.

鈴木一喜、西山清治、鈴木健司、石渡宏、大森雄治、

山内好孝、石渡治一、石井蕨太郎、大前 宏、遠藤保之

助、鈴木美保子、山本久子、浜中義治

84年 2月の時点では、残存メモ数も911にまで減少

し、 2年間の調査の成果があらわれていますが、第2回

の仮目録では、これらのメモはすべてカットしていただ

き、帳簿上ではメモはほとんどなくなりましたので、す

っきりした気持ちになりました。

3年後の 85年3月の現時点では笑標本点数は鎌倉を

含めて7286~こ逮し、当初の2381から見ますと、約5000の

増加になります.全域存在植物、即ちKA-lからJOまで11

メッシュにわたってくまなく存在を認められた植物数l土、

全部で219種になりました。

調査の基本方針として、まずメモをうめること、また

ごく普通にある植物を各メッシユにわたってくまなく採

集し、全域存在縞物の数を噌すことにつとめました.調

査研究が進むにつれて、今まで三浦半島に記録されたと

とのない植物名も数多く登場し、また分類上細かく観察

が進み、今までは区別されていなかった変種や新しい品

種もあらわれて来たことは、研究の成果の一つであると

思います.

次に私が出会った珍しい植物(主として単子葉イネ科、

カヤツリグサ科の植物)についていくつかを紹介したい

と思います.
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キパナモクセイソウ(モクセイソウ科)

昭和 56年5月1日横須賀市長浦港の道路の溝に白黄

色の花をつけている見慣れない草本があったので、 2校

ほど折って持ち帰り、山内好孝氏、大場逮之氏に同定し

ていただき、キパナモクセイソウという帰化植物である

ことがわかりました。その後何度か行ってみましたが、

構の花はきれいに刈り取られ、遂に再び見つけることは

出来ませんでした。業l土羽状に深裂し、{則裂片l土1-2

対で、裂片の先は鈍頭、全縁で、花は淡黄色で総状に10

cm 位ついていま Lた。

コガネガヤツリ(カヤツリグサ科)

昭和 58年 11月1日横須賀市観音崎公園の造成地内

に生育していたスゲは、一応キンガヤツリと同定されて

いましたが、その後横浜港山下埠頭で同種の多数の個体

を見たので、比較研究して同じ積であることがわかった。

果実は鱗片の 3分の l長、また花柱は果体の 2倍である

ことからコガネガヤツりと同定したもので、キンガヤツ

リは三1街地区ではまだ見つかっていない.

クロテンツキ(カヤツリグサ手ヰ)

昭和 59年9月7日鎌倉高校付近の宅地で発見。私は

手賀沼で採集したととがありますが、県下では川崎市多

摩区に記録があるのみなので、珍しいものと恩われます。

傘形の花序には 8-10個の枝があり、その端に淡黒褐

色の小穂が 1倒ずつつきます。鱗片は卵形黒褐色で中脈

は隆起し縁は殴賀、柱頭2個です.テンツキとは無業身

の鞘が基部にあることで異なり、ヒデリコは柱頭3個な

ので異なります.

ナガポテンツキ(カヤツリグサ科)

この種は海岸のi朝だまりのような所に生育するため、

三浦独自の種といえます。三浦市の毘沙門海岸や江奈湾

に生育が見られましたが、数度の台風で根が洗い流され

少なくなりました。イソヤマテンツキと混生していて見

誤り易いのですが、小穂は長さ 1-2cmで、イソヤマテ

ンツキの 8-15mmより大きく.王室丈も大きいようです.

果実には格子紋があればナガポテンツキということで見

分けられます。私はまだ探集していませんが高橋秀男先

生が良い棟本を採って居られます.53年10月29日毘沙門

の標本(西山清治氏採集)が入って居ります.

メアゼテンツキ(カヤツリグサ科)

他の地区でも若干採られていますが、鎌倉市の水田で

ヒメヒラテンツキと混生していました.糸状の小草で見

逃し易い.花柱の基昔日に長絹毛があり果体にたれている

ということで見分けられます.



ヌマガヤツリ(カヤツリグサ科)

57年9月6日検須賀市久里浜の工業団地の潟の中で操

集しましたが、潟の掃除でなくなってしまう可能性があ

り、 一時的な存在と思われます.

エダウチネズミムギ(イネ科)

ネズミムギの花序がいくつかに分かれる典型ですが、

55年5月19日検須貿市池上の我が家の近くで発見したも

のは、 一平面上に枝分かれしたものが全体としてナギナ

タ状の遜を呈した立派なものでした。その後59年に池上

の他の場所で再び見つけ、また山内氏もYO-2で発見され

て線本が入っております。

ヒゲシパ(イネ科)

鎌倉市腰越訟の団地内で59年10月26日発見。人家の建

っていない区画の空き地にウ シクサが沢山枯れ残って生

えているのを見つけ、採集しているうちに一寸変わった

小草が点々とあるので何気なく採りました.高さ 10cmの

小草て・基部は2-3 に分岐し、~は線状皮針形で縁に長毛

が疎生しています。小穂は円形で赤紫褐色を帯びつやが

あります.恐らく運んだ土の中に種子が残っていたと思

われますが、大場先生が指摘されたように珍しいものだ

そうで、住宅が建てばまた消えて行く定めのようです.

アシカキ(イネ手十)

綴須賀市舟倉町の水田の傍らに廃田があり、その湿地

の中に一君事が生育していました。l;は節に毛が密生して

おり、小穏には包穎がなく、内外穎には縁辺に長毛があ

るため、同定は容易です。三補地区ではただこの一株だ

けですが、その後行って見て健在であることを確認して

います。58年8月5日探取。

ワセオバナ(イネ科)

三浦地区では久里浜町国立病院の付近にだけあります。

57年10月16日知人の車で案内していただき、はじめて生

育を知りました。少し時期がすぎていた故か、ススキに

似た穂は果実に柔らかい長軟毛があり、ちょっとした風

にも飛び散り易い.

マコモ(イネ科)

59年 7月初日検須賀市吉井の水回傍の水たまりにあり、

三浦地区ではここだけですが、人が植栽した可能性があ

り、自生のものかどうかは不明です。

この他三浦地区としては珍しい植物と思われるものが

最近発見されています.

ハリノホ、ムラサキネズミノオ、センダイスゲ、ムカ

ゴオオウシノケグサ、ニガカシュウ。 f i安中義 j台)

三三 3商ブ‘ロック主~在慰キ直キ却

l 概要

東に房総半島、西に伊豆半島そして南に相模灘、総面

積162.92kmの~，匂で、その中央近くに、大楠山系、北に

二子山系、南に武山山系が、何れも北西から東南にかけ

て伸びている e その谷を流れる平作川、下山川、前田川

等の川が、谷にそって流れ、北面を好む羊歯植物も割合

に豊富だといえよう .否、羊留に限らず他の植物も蘭積

のせまい ~J りに感類も多いといってよいだろう。

また、古くから植物学者の調査もあり、特にPaulamed-

ee Ludovic Savatier博士 ([875)の「日本植物目録J

には約800穏の植物が、検須資とその付近で採取記録さ

れている。

近年では「三浦半島植物誌JFlorula Miurensis 

(士官烏・石渡、 1950) によれば981種が記録されている.

今回の調査で、以前記録されていて、今では全く見られ

ない植物、反対になかったものが新しく確認されたもの

も多い。

なお、地質を見ると半島はj享い水成岩周を基礎とし、

この岩層は地質学の方からいうと新生代第三紀のもので、

浮石質砂岩及び機岩とからなっている。 (半島組物28よ

り)このような環境条件に於ける羊歯植物についてはど

うなのだろうか。 -133-

2 羊指槌物

これまでの調査では、約19科127種を記載することが

できると忠われる。勿論これが総てではない。今後の学

問の進歩による分類、また調査時の見落とし等から考え

られることである。以下、食品とか珍品と恩われるもの

をAとBに分けて記載する。

A 稀少羊歯(lか所のみで確認したもの)

・オクタマゼンマイ(ぜんまい科)Osumundaceae 

1984，5，27 葉山

・ウチワゴケ(こけしのぶ手4)Hymenophl1aceae. 

1985，12，23 鎌倉

・クジャクフモトシダ(いのもとそう科)

Pter idaceae. 1984，1，4 沼間

・アマクサシダ〔いのもとそう科)Pter idaceae. 

1980，11，30 衣笠

-イワヘゴ(おしだ科)Aspidiaceae 

1984，5，27 葉山

・オニヒカゲワラビ〔おしだ科)Asp i d i aceae. 

1983，11，27 鎌倉

・ハチジョウベニシダ(おしだ科)IIspidiaceae 

1984，5，27 沼間

・ホホベニオオベニシダ(おしだ科)IIspidiaceae 

1984，5，27 沼間



-ホ ウピシダ(おしだ科)Asp i d iaceae. 

1982，1，4 Mi武寺

・コ タニワタ リ (ちゃせんしだ科)Asp1en iaceae. 

1963，1，13 1985，1，4 (再確認)

・ヒトツバ(うらぼし科)Polypodiaceae. 

1984，5，5 衣笠町

・キジノオシダ(きじょのおしだ科)

P1agiosyriaceae. 1984，5，27 自由]

B 点在している(数株)保護が必要

・ヒロハハナヤスリ 秩谷衣笠

-コシダ 田浦 flll武寺長沢

・ウラジロ 馬明野上七長沢田浦

-ハマホラシノブ 三戸浜毘沙門

・イワヒメワラビ 池 上田戸台野比

・フモトカグマ 神武寺二子谷

・マツザカシダ 観音崎その他

・セフ リイノ モトソウ 各所(稀)

・オオパノハチジョウシダ 木古場

・コウヤワラ ビ 長沢走水

・オリズルシダ ネ111武寺田浦沼間

-ミドリベニシダ 沼間

-オオカナワラビ 沼間葉山公郷(絶)

-ヘビノネゴザ 補郷沼間衣笠

-クリノ、ラン 葉山鎌倉

-ハシゴシダ 走水大楠山

-コノtノヒノキシ夕、 逗子葉山

-セイタ カシケシダ 逗子

-ドウリョウイノテ‘ 葉山

3 その他

これまでに(調査前)記録されている羊歯で、今回観

察できなかった、マツバラン、ヒカゲノカズラ、トウゲ

シパ、ナガホノ ナツノハナワラビ、オウレンシダ、シノ

プ、オオキジノオ、ハカタシダ、オニカナワラビ、カラ

クサイヌワラ ビ、メ ヤプソテツ、タ ニヘゴ、ミ サキカグ

マ、サクライカグマ、イヌイワヘゴ、ナライシダ、ヒカ

ゲワラビ、オオヒ メワ ラビ、ヒトツパジュウモンジ、シ

シガシラ、ク モノスシダ等とれらの中には、道路の開通、

宅地道成、盤崩れ、杉林の伐燥による環Jjt条件の悪化が

原因していると思う。中には完全に宅造の為に絶滅した

ものもあるが、調査の不十分より見当たらないものもあ

ろう。(今後の調査に期待)

また、ある時突然、一株が表われ、半島では珍品と思い

ながら大切にしておくと、 1、2年で、全く その場所に

無くなってしまう 羊歯、ハマホラシノブ、シシガシラ、

タニヘゴなどがあった。これは羊歯に限らず顕花植物で

もそのようなことがある。例えば、ハマアザミ、グンパ

イヒルガオがそれである。

照葉樹林の比較的残されている観音崎、猿島、減ケ烏

では、多くの暖地性のつる植物の地床には、イノデ、中

でもアスカイノデ、オニヤブソテツ、ベニシダ等多くみ

られる。その{也、二子谷の川筋の植林されている杉林、

田浦の谷、逗子、葉山等のリョウメンシダの大群落がみ

られる。また、事t武寺の上部では、ホソパカナワラビの

都.落、谷筋には、 リョウ メンシダのなかにフモトカグマ、

フモトシダ、オリズルシダ、ベニシダ、ナチシケシダ等

があり、 コンテリクラマゴケ、ヒトツバもあるが、多分

栽培品と思われた。近年、国立科学博物館の中池憎土が、

ジンムジカナワラビ (Arachniodes.aristata x standis 

hi i )を発見された。

半島内l土、どの沢、谷にもコバノカナワラビ、リョ ウ

メンシダが混生しているが、カワズカナワ ラビ、 (Arac 

hniodes x kenzo-satakei ) (Kurata)Kurataを見ること

がない。これ等も今後の楽しみの一つである。

(西山消治)

雲穫は」町の言周査を分予旦して

葉山地区は、三浦半島の相模湾に面していて、近くの

二子I.lj (208. 7m) と大嫡山 (241.7m) とに接している。

気候は三浦半島の中でも温暖な所であり、自然景観の良

い所である。しかし、近年どこの地区でも行なわれてい

るように宅地の造成化、高速道路の敷設、道路の拡娘、

ゴルフ場の建設、河川の護岸工事等で多くの森林が切り

倒されたり、山が削られ、池が埋められ、田畑も消えて

いってしまった。私が30年前に野外植物に興味を持ち、

葉山地区の野山を歩き始めた頃と比較するとその差は甚

だしい。従って多くの賞重な柄物も今は全く姿を消 して

しまったか、ほんのわずかしか残存していないという現
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状である。また、最近は、植物に親しむ人が増えたのは

鰭しいが、やたらと野外植物、特に珍しいというと生育

しているものすべて持ち帰ってしまうという人々がいる

ことは、嘆かわしいととである.稀産の植物、:貴重な植

物については、 (生育場所)口外するととができないと

思う。

今回の植物調査で気ずいたととのいくつかを記すとと

とする。

1 葉山の上山口の梅の木には以前はヨウラクラ ンが

着生しているのを容易に見るとと ができたし、別の

木にはフウランもあった.それが今回の調査では、



残存しているものがほんの数株ということになって

いることがわかった。その他、ヒトリシズカ、 ミヤ

マウズラ、キツネノカミソリ、イチヤクソウ、シュ

ンラン、ワレモコウ、エビネ、イワタバコ等の株数

が減り、 生育地についても点在する程度となった.

2 ニワトコは葉山ではそう珍しい植物ではないが、

今回の調査で長柄にニワトコとキ ミノニワトコが並

んで生えている所があるのがわかった.比較観察上

極めて好都合である。

3 ~庭山地区のシダと して、リ ョ ウメンシダ、イノデ、

ミウライ ノデ、ベ二シダ、ヤマイタチシダ、アスカ

イノデ、クマワラビなどは、どの林の中でも見るこ

とができる.しかし、ハコネシダ、ホウライシダ、

フ ィ ーーノレドノ ーートカ1 ら

そこに一個体しかない。狭い地域に少ししか見られな

い.広い地域にわたってみ られるが少ない。こうしたも

のの中から選んで書いた。また、産地を、鎌倉市-2を

KA-2、逗子市を ZU、葉山町を HAY、検須賀市-

5をYO-5、三浦市をMIU、城ケ島を JOであらわ

した.

1 トウゲシパ(ヒカゲノカズラ科)

検浜市緑区の谷戸で群生しているのをみたが、こ

ちらでは少ない。

2 コシダ(ウラジロ科)

3 ウラジロ(ウラジロ科)

KA-l 

ZU 

伊豆半島に行く と2，3はどこででも見られるが、

当地では一株とか数株と少ない. ZU， YO-2 

4 オオパノハチジョウシダ(イノモ トソ ウ科)

川辺の不安定な場所に自生。 HAY

5 ヘラシダ(オシダ科)

H音く湿っぽい岩場に見られるが量的には多くない。

KA-l 

6 ツlレデンダ(オシダ科)

乾いた岩場に見られるが少ない KA-l，2 

7 ヒメカナワラビ(オシダ科)

道ばたの学防の土手で見られる.群生するほどない

ので、 目立たない存在。

KA-l， HAY， YO-l 

8 コタニワタリ(オシダ科)

1959年に見つかった時はかなりあったと聞くが、薄

暗い谷戸の斜面に今は一株しかない。先年、奥湯河原

の石垣の所で見た一線はどうなっているのだろう。

YO-l 

コパノヒノキシダ、ホソパカナワラビとなるとその

数は少なくなる.オオパノハチジョウシダにいたっ

ては数株しかないし、クリハランについても同じで

ある.今回の調査中、クリハランの生育地が新しく

見つかったことは態しいこ とだった.

4 長柄には、ホトトギスとヤマホト トギスが混生し

ている.ホトトギスは隣の逗子市の市花に指定され

た。ヤマホトトギスは、三浦半島でもあまり見られ

ない植物である.

葉山地区の林には、スダジイ、シロダモ、タプノキ、ビ

ナンカズラ、カラスザンショウ、アオキ、ヤプデマ リ等

の暖帯色の樹木でできており、 lから 4にあげた植物は

そのような木身の中で生育している石渡 宏)

一三三 3商ブ‘ロック 0::> 手希~、キ直宅勿ー
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9 イズアサツキ(ユリ科)

1973年、伊豆の小磯海岸で発見されたもので、アサ

ツキの変種とされている。伊豆瓜木簡のものはいい環

境にはえているが、三浦のは草むらの中にあるので心

もとない.

lO ギンラン(ラン科)

II キンラン(ラン科)

MIU 

MIU 

10， IIは、クヌギ、コナラの二次林にひっそりと咲

くが、山野草ブームのあおりをくって少なくなって来

た。 MIU

12 ミヤマウズラ(ラン科)

常緑広葉樹林下に見られるが、これも少なくなって

きた。 三浦全域

l3 フウラン(ラン科)

ヨウラ クランもあったと聞くが、今はもうないらし

い。最近見つけられたもので、カキの木に着生したフ

ウランはニ .三株のようである HAY

l4 ウバメガシ(プナ科)

ある図鑑でウバメガシの分布を神奈川県以西一琉球

としているが、自生の一線をようやく見つけることが

できた。 JO 

l5 ヤナギイチゴ(イラクサ科)

1953年に故大谷茂氏が猿島で発見された.対岸の鋸

山にもあり、関東以西に分布する. YO-l 

16 スハマソウ(キンポウゲ科)

根出菜、 ~U躍の裂片が鈍頭一円ëJ{なのでスハマソウ

と考える.花は自で 3月上旬に聞いた. KA-l 

17 ミツバベンケイソウ(ベンケイソウ科)

薬は 3翰生、まれに4-5輪生。小型の株では対生

する。 HAY



18 ハマナタマメ(マ メ科)

南房総には点在するよ うだが、こちらでは少ない.

MIU 

19 ハイメドハギ(マメ科)

メドハギの這う裂で、河原や海岸に見られる。 JO

20 シラキ(ト ウダイグサ科)

シラキは、材の色が白いからと いわれる。 HAY

21 トチノキ(トチノキ科)

森戸川ぞいの林にただ l本生えていて、自生かどう

かはわからない。 日AY  

22 ミスキンパイ(アカパナ科)

耕地毅理のために移植された先はだめ。 もとあった

場所の近くに 、わずかだが残っているそ うだ。

MIU 

23 ミシマサイコ(セリ科)

j弊熱の薬として採られたのだろう か、 今は少ないも

のとなった。海辺の傾斜面に見られる。 MIU

24 ハマイブキボウフウ(セリ科)

イプキボウフウに比べて楽がj享く、 裂片の広い海岸

型の植物 MIU

25 フデリンドウ(リンドウ科)

つぼみを築の初、先に見立てたという。 YO-1 

26 スナピキソウ(ム ラサキ科)

コjレク質の果笑は海水に浮いて散布するが、 三浦の

海岸では多くない。 MIU 

27 カリガネソウ(クマツズラ科)

鈴木美恵子氏の標本を見た.今年は現地に出かけた

L、。 MIU 

28 マネキグサ(シソ科)

検検道路の開発で然くなるかと心配したが、橋脚が

そこを避けて建ったのでほっとした。 YO-1

29 ツクパキンモンソウ (シソ科)

ニシキゴロモと誤認されていた穫。フ ロラかながわ

NO.16で、神奈川の稀産、貝・霊植物にあげられている。

対岸の銀山にも自生の記録がある。横浜緑区の谷戸で

見た 株は、心ない人の手で姿を消 した。 MIU

30 イヌノフグリ(ゴマノハグサ科)

今は少なくなった植物の一つだが、人家の石垣など

にかすかに息ずいているといったようすで見られる.

YO-2，MIU 

31 -:;ラサパソウ(ゴマノハグサ科)

ヨーロッパ、アフリカ産の帰化植物だが、オオイヌ

ノフグリ、タ チイヌノフグりのように，ふるまうことな

く、道ばたの一角に行儀よく生活しているといったよ

うす。 YO-1

32 オミナエシ(オミナエシ科)

鈴木美恵子氏の標本を見た。以前は検須賀の山野に

もあっ たらしい。お月見のせいではあるまいが、今は

見られない MIU

33 ソナレマツムシソウ(マツムシソウ科)

マツムシソウの海岸型で、丈が低く、業が厚い。三

浦の海岸にはもうない。 YO-4 

34 ユキヨモギ(キク科)

全体が綿毛で罰われ、 雪のように白い.分布は鎌倉

の海岸と三宅島という。 KA-l，2 

35 ハマコンギク(キク科)

ノコンギクの海岸型で、3lliは卵円形で鈍頭、欠:roJ状

の鋸歯がある。神奈川、伊豆半島の海岸に生える。

YO-2 

36 ワダン(キク科)

千葉、神奈川、伊豆七島の海岸の岩や隣地に生える.

伊豆半島は城ケ崎海岸から九州にはアゼトウナが、そ

れから先、南西の島々にはホソパワダンが自生する.

ワダンを取る人はいないが、海岸の崖の崩壊などで少

しずつ減っ ているようである。 三浦全域

38 ハマポウ(アオイ科)

7-8月、淡黄色の花を開く 。一日花である。天神

島が分布上の北限となる.とのハマポウは1935年、人

事院総裁であった故佐藤達夫氏の発見によるもので、

氏は著書にとうかいているなぎさを歩いていると、

薬もあまりついていない焼けぼっくいのような貧弱な

低木が、淡黄色の美しい花をつけているのが目につい

た。恥ずかしいことだが、それが何であるかは分から

ない。花の形がムクゲそっくりなので、ムクゲの類の

園芸植物が逸出したものだろうと思いながら、とにか

く標本に持って帰った。 J YO-4 

39 マナズルキイチゴ(パラ科)

モミジイチゴとカジイチゴの雑種である。モミジイ

チゴに比べてとげの少ないものや、全くないものなどが

あり、花は 1-2個をつける。(モミジイチゴは l個、

カジイチゴは数個)主として海岸に見られる。 YO-2

(山内好孝)
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誌のコンピュータのデ タは ほとんど 森本さんが入

力きれたものです 長い閉有難 うご さい 1ました

(事務局)



1軍オ之のフロラ言問歪歪ノ ト

1 ，タチネコハギ(オオネコハギ)

Lespedeza p i 10sa S ieb. e t Zucc. 

var. erecta Hatusima 

1984年 8月11日 厚木市貝殻坂 (AT-1)で低木状

に叢生するマメ科植物数株を見つけ、その後9月8日に

花、 10月13日に果実のついた標本を得た。

生育地は、山林を崩して造成した大学グラウンドの入

口わき、マルパハギ・パッコヤナギなども生える荒地で

ある E この植物の特徴は、下の図および表に示した。茎

が立ち、小葉が大きいことを除くとネコハギに極めて酷

似していることからタチネコハギと同定した。県内では

初めての記録と思われるが、今後他の地区での発見を期

待したい.

なおタチネコハギl土、初烏佳彦氏が植物分類地理4巻

1935に発表されたものである固同定にあたって国立科学

博物館のタチネコハギ標本を参考にしたが、それは次の

4点である.

1 : 1967年 6月11B

2 : 1942年 8月16日

3 : 1953年10月4日

4 : 1932年 8月25日

埼玉県金ケ巌

埼玉県長瀞

愛知県富山村

熊本県三玉村

阿

佐

一

之

町

喜

同

時

以

野

居

萎

ふ

矢

烏

上

ネコハギと厚木産タチネコハギの比較

形質 ネコハギ* 厚木産タチネコハギ

茎 軟毛密生、検に這う . 軟毛密生、直立または

斜上， 85-190cm， 

小葉 広倒卵形、微凹頭 左 同

長さ 10-20mm， 長さ 15-32mm. 

板 8 -15mm. 続 10-25mm. 

托~ 披針形 披金|形、長さ 5mm，

1伝 黄白色、 1浜弁に紫斑、 左 同

1-5個集合.

長さ 7-8m'11. 長さ 7-8mm. 

がく 裂片は線形、下部は少し 左 同

幅が広い.

長さ 3. 5mm • 長さ 4.5mm • 

果実 広卵形、軟毛¥"'fl生. 左 同

長さ 3-4mm. 長さ 6mm. 

命 大井次三郎・至文堂版1983、北村四良11他・保育社版

1974による.

ω
ヨヨ

6mm 

タチネコハギ 1業 2花の旗弁 3 果実

(1984.9.8 厚木市貝がら坂 Suwa 4753.1984.10. 13 

厚木市貝がら坂 Suwa 48(9) 

2.シバムギ(ヒメカモジグサ)

Ag ropy ron repens (Linn.) P. Beauv. 

1984年 6月17日 厚木市銅座金山 (AT -1)で数十

本生育 している中から標本を得た。生育t也は谷戸田の口

にある農家わきの道端である。

a
 

p
E
F』
凶

a 

2 

1 シパムギ小穂 a 第一琶穎 b 第二を頴

c 第二小花ilJIi頴 d 第二小花内穎

2 シパムギ築 a 薬身 b 業務
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標本は、高さ57cm、業身25cm、業煽 6mm、業舌の高さ

1 mm、長さ 1cmの小穏を 18個位つける。 一見Loli um腐の

ホソムギを思わせる草姿だが、地下茎があり、図に示し

たよ うに小穂にはほぼ同形のを穎が2個ある。設頴の ノ

ギは短いa

シバムギは、地中海沿岸地原産の帰化植物で、国立科

学|導物館で調ベたヨーロ ッパ ・北ア メリカ・日本産の多

数の棋本の中には、ノギの長いものと短いもののニ型が

見られた.日本ggの標本は十数枚あったが、神奈川県産

は次の 2点でいずれもノギは長い型である。

1 : 1943年6月10日 検浜市新山下町伊達健夫

2 : 1943年6月10日検浜市久内清孝

おわりに.標本の関覧・文献の検察に便宜をはかつて

頂いた国立科学博物館金井弘夫先生、県立憾物館高橋秀

男先生に御礼を申し上げます諏訪哲夫)

j事フ十之一-4マ士デノ、コネイノテ"~ケ多毛 5芝

会報17号で厚木-4のシダ狽の報告を致しました際に、

サイゴクイノデカ， 2箇所にあるものの、量が少ないので、

これを片親とする雑種はまだ見つかっていないと香きま

した.

自生地の一つの七沢の亀石付近は、近くにアイアスカ

イノデ、イノデが見られますので、もしかしたらと思い

調査しましたところ、ハコネイノデを l株見つけること

ができました。サイゴクイノデは山道に沿った斜面に点

々とあるのですが、ハコネイノデはその斜面の一番上の

ところにあり、かなり立派な株です。あたりをよく調べ

ましたところ、サイゴクイノデの聞にごく少数ですがア

イアスカイノデも見られました.標本は国立科学博物館

の中池敏之先生にも確認をして頂いてあります.

ハコ ネイ ノデは倉田悟先生が「北陸の植物J9巻3-4

号 (1961年)に正式に発表されたもので、サイゴクイノ

デとアイアスカイノデの雑種とされています。箱根の須

雲川の谷で先生自ら採集された標本(1959年7月探集)

をタイプとされており、 学;sも箱根にちなんでPolystic

hum x hakonense Kuralaとなっています.各地の両親種

の混生地で見つかっています。 (山本 明)

主主事弓三三~てで主采多事E さ才?."j;こ歪診しし、十直字句

ウマノスズクサ(ウマノ スズク サ科)

海老名でも ウマノ スズクサを採集することが出来まし

た.

自動車の運転が出来ない私は、何処へ行くのも歩く こ

とが第一。足下に一寸目をやっ た草むらの中に思いがけ

ない植物に巡り合うことがあります。ウマノスズクサも

こんなと きに出会いま した.小田急、線の線路敷地内の草

むらで、座間駅と海老名駅とのほぼ中間の下り級担.11 (上

今泉一丁目)の境界柵と他の植物につるをからませてい

ましたが、 毎年、夏の草刈り で頭を刈り取られ、とこで

は、開花しないようです。

1984年 7月まだつぼみがつかない頃ですが、さく 棄に

しておきました。

もう一個所、 1984年9月7目、友人と二人で「緑の国

勢調査Jをかねて歩いた時です。大谷と今里の境で、水

田地;{lfの真ん中を流れる幹線用水路ぞいの土手。危険防

止に張 りめ ぐらされた金網のフェンスに、 小さなつぼみ

をつけたウマノスズクサは数個所見られましたが、この

時はいずれも関花には早く 、つるのながさは 1メートル

位.これも稲刈りの頃には、恐らく刈り取られてしまい

そうなので、奴集しておきました。

これらは19日5年 1月初日 の県央地区プロック会で、高
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橋秀男先生にウマノスズクサと同定していただきました.

そして、珍 しくなって来ている植物の一つであると言う

お話でした。

1984年3月の仮目録では、ウマ ノスズクサは23メッ シ

ユで採集されており、海老名を含めて、24メッシュで確

認されているようです。オオバウマノスズクサは、 64メ

ッシュで確認されてお りますので、いずれ出会え、採集

出来るのではと楽しみにしており ます。(森 百合子)



オオヒナノウスツポ(ゴマノハグサ科)

Scropbularia kakudensis Framch. 

回 Sep. 11. 1984 

発見者森百合子海老名市上今泉三丁目

箇鉄相撲線l土、 「横山九里の土手」といわれる相撲川

オオヒナノウスツポ

1981.9.2 座間市根下 [Suwa]

アレチハナガサ (1984年10月14日採集、 EB) 

海老名市国分にある大手スーパーの駐車場わきの溝に

そって歩いていたところ、見慣れない花を見つけた。以

前にもここで採集しそびれてしまったが、花が淡紫色の

ムグラを見かけたことがあったので、 今回は忘れずに採

集したところ本種であっ た。この槌物は南米産の最近帰

化した植物であって、ヤナギハナガサのように全国的に

広がっている訳ではなく、港湾付近に雑草化している。

採集は10月であったが、花期は夏で、特徴は茎の切り口
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河岸段丘にそって走るが、この土手と水田の境で、数係

発見されているが、今回の場所は、検山九里の土手の続

きで、地形的にも似ていてすぐそばである。

また、 KI-3， NOV. 4. 1984滑川法翰堂林道でも発見さ

れているが、県内では稀少植物であろう。(伊藤健三)

オオヒナノウスツポ

1980.11. 8座間市根下回uwa]

が方形でざらつき、葉は深い歯があって業面の脈は細か

いものまで凹んでいる。花は淡紫色、米粒ほどで、花穂

の下から上に順次咲く。また枝の分岐がはげしく、級元

は1本でも鈴った状態であった。神奈川県では鎌倉、横

須賀、三浦、 川崎(港北、鶴見)、検浜(金沢)で出て

いるが県央では初めてである。きっと、駐車場の埋め立

ての土にまじって運ばれてきたのか、またはスーパーの

DIYセンターが近くにあるので資材 と共に来たのだ

ろうか。今後の推移に興味を持つ固 (羽野総子)
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今年j烹の{反 目録が出来ましたが，いろいろ手i雪い

で， iをLoli名の誤りや欠落が今<.担当者としまし て

深くお詫び申し上げる次第です 阪けおちた若干の

慢類については，近日中に 訂正をお届 け します 大

きなところはアケビ科の欠落です

これ"it:で情物誌のデ一宇 9Jl.f里lまNECのN88BASICで

のプログラムに依ってお こな って来苦したが，昨年

末 lこ門S-DOS上の N88BASICが発売されましたので .今

年の初めからファイノレを MS-DOS上に うっし， プログ

ラム も全罰的iζ害き換えま した そのメリ ッ トは 7

ロ y ピの収容力が 20%ほどふえ ，今まで 2枚に分
一140-


